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Ａ．研究目的 
長野県松本市とその近郊は人の移動の激し
くないので、地域のおよそ全ての皮膚科医療機
関で調査を行い、日本における乾癬の診療の実
情の把握を試みた。 

 
Ｂ．研究方法 

2016 年 2 月〜6 月に、松本市とその近郊の
皮膚科を標榜する 5つの病院と 10のクリニッ
クにおいて調査を実施した。医師が記録する調
査用紙を作成し、受診した全例の乾癬患者の状
況を記載した。 
調査期間終了後、調査用紙を回収し、結果を
まとめ解析を実施した。 
（倫理面への配慮） 
データの収集は、通常の診察およびアンケー
トの形式をとり、患者の個人情報を一切含まな
い形での統計処理を行なった。 

 
Ｃ．研究結果 
乾癬の発症率は 0.097%であり、乾癬全体に
占める乾癬性関節炎の割合は 5.9%であった。 

 
Ｄ．考察 
比較的最近まで乾癬性関節炎は日本人では
稀な疾患として捉えられてきた。そのため、診
断や治療が遅れ、不可逆的な障害が生じてしま
う場合も少なくなかった。しかし、乾癬性関節

炎に対する皮膚科医やリウマチ医の注目が高
まるとともに、稀な疾患ではないという認識が
広まってきた。Yamamoto らは 10.5%（J 
Dermatol 2016; 43: 1193-6）、Ohara らは
14.3%（J Rheumatol 2015; 42: 1439-42）と
乾癬性関節炎の割合を報告しており、稀でない
ことを裏付けている。しかし、この 2つの調査
は基幹病院を対象とした調査であり、対象に占
める中等症から重症の乾癬患者の割合が高く、
乾癬性関節炎の割合も高くなる可能性が懸念
される。今回は、病院だけでなくクリニックも
含めて調査を実施したので、日本人における乾
癬性関節炎の割合に関して、より実情を反映し
た結果が得られたのではないかと考えている。 

 
Ｅ．結論 
乾癬性関節炎が乾癬に占める割合は、日本で
は数%と想定される。 
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